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タログ賑売の利用度に影響する要因
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目的　品物it .店でその品物を見て購入するというこれまでの基本的な様式に加え。ヵ

ログ賑売という新しい購入様式がみられるようになった。特にインナーウェアの購入で

. *タログ販売を利用する人が多くなっている。この新しい購入様式であるカタロ9 賑

を比較的よく利用している人と利用していない人では、日常生活における購買や消費。

活意識。カタログ販売K.関する意識などに違いがあるかどうかを検討した。

方法　カタログ販売の利用状況、カタログ販売に関する意識、消費・購買態度。生活*

、服装の関心度および基本属性に･ついて調査票（配泉留置法）を用い,岡山市、倉敷市

住のl&歳以上の女性3 3 0名を対象に調査した。調査は19 8 8年11－12月に行った。回収率

7 7.0%であった。

結果　有効回答者のうちの6 6.0%が過去１年間にカタログ賑売を利用しており、また、

齢の小さい者ほど利用者が多く。専業主婦よりも有職者のほうがよく利用していること

わかった。つぎに、カタログ販売の利用の有無と消費・購買態度.生活意識、服装の関

度との関係を分析したところ、あまり明確な関連性がみられなかったが、カタログ販売

関する意識との関違性が認められた。カタログ販売の利用の有無を外的基準とし、カタ

グ販売に関する意識17 項目を独立変数として判別分析（的中率7 2.9%）した結果、カタ

グm. 亮の利用傷に寄与している項aとしてrインナーウェアについては安くて経済的

ある」、「買い物時間の簸約になる」などであった。一方、非利用側に寄与している項

は、「実際に見て購入したい」r身体にフィットするかどうか心配」などであった。

Ｄ８ 1 0代の被服行動に関する情報受容の実態について

静岡大教育　大村知子

　目的　現代社会においては，通信や印刷技術の急速な進歩，印刷物流通機構の発
達などによって情報化が進み，情報は人々の生活資源として重要なものになってい

る。従って，人々の行動の目的や手段として情報への需要は高まり，効用も大きい，

家庭や個人の生活の営みは，情報を受けることにより大きく変化しうる。衣生活の
営みにおいても同様のことが考えられるが，被服行動に関する情報受容の実態の詳

細な研究はみあたらない。そこで，被服の着装や調達に新しい傾向を示すといわれ

る1 0代を対象に，衣生活に関わる情報源とその情報受容の程度，被服行動との関
わりについての実態を捉えることを目ヽ的として考察を試みた。

　方法　資料は, 1987年10月に，静岡県に在住す｡る３世代同居家族150世帯を対象に

アンケート形式で衣生活に関する質問紙調査を実施したものから, 12歳以上20歳未
満の男女119名を抽出した。本報告での研究項目は，被服行動に関する情報源・情報

内容・情報受容の程度について４段階尺度で回答を得た51項目と衣生活意識，対象

者の基本属性などの13項目である。それら64項目について基本集計，クロス集計，相

関分析，因子分析などにより解析し検討した。
　結果　10代の男女は，被服行動に関して友人から最も多く情報を得ており，次い

で新聞・雑誌，テレビから得ていた。ちらし広告を情報源とするのはバーゲンセー
ルについてが主であった。家族では兄弟姉妹からは情報獲得してい｡るのに対し，祖

父母からはほとんど無く，低年齢では父母からもわずかに得ていた。女子のほうが

男子より獲得の程度は高く，デパートの店頭から情報獲得する割合も高かった。


